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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第103期
第２四半期
連結累計期間

第104期
第２四半期
連結累計期間

第103期

会計期間

自　平成23年 
　　　４月１日
至　平成23年 
　　　９月30日

自　平成24年 
　　　４月１日
至　平成24年 
　　　９月30日

自　平成23年
　　　４月１日
至　平成24年
　　　３月31日

営業収入 (千円) 5,580,8337,048,09510,654,266

経常利益 (千円) 643,617 746,390 906,605

四半期(当期)純利益 (千円) 361,183 495,449 254,628

四半期包括利益又は包
括利益

(千円) 360,917 486,887 259,046

純資産額 (千円) 12,453,51412,788,69012,351,644

総資産額 (千円) 24,569,32624,973,79625,310,237

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 72.46 99.41 51.09

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 50.7 51.2 48.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 665,805 587,7741,380,555

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △150,169△270,111△780,320

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △400,035△360,253△666,084

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,721,5711,497,5301,540,120

　

回次
第103期
第２四半期
連結会計期間

第104期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自  平成23年
　　 ７月１日
至  平成23年
　　 ９月30日

自  平成24年
　　 ７月１日
至  平成24年
　　 ９月30日

１株当たり四半期
純利益

(円) 32.06 61.56

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　 ておりません。

２　営業収入には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営んでいる事　　　

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。

 

（1）業績の状況 

　　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、深刻化する欧州諸国の財政危機問題や日中　　　　

関係の悪化等を背景に、長期化する円高及びデフレの進行などによる景気回復への影響が懸念され

　る中、先行きが不透明な状況で推移しました。

　　物流業界におきましては、中国などアジア関連や欧州向け国際貨物輸送量が引続き減少傾向とな

　り、長引く景気低迷や欧州債務問題の長期化などの影響により、国内貨物輸送量は停滞傾向となり

　ました。また、再上昇に転じた原油価格の影響で燃油価格は高値水準にあり、激化する企業間競争

　や顧客のコスト削減による低運賃・低価格化とあいまって、引続き厳しい環境でありました。

　　このような経営環境の下で当社グループは、お客様の立場に立ったより良い物流サービスを提

　案、提供し、既存顧客との取引拡大と新規顧客の開拓を積極的に推進するとともに、コスト削減の

　ため輸送の効率化と経費節減にも積極的に取組んでまいりました。

　　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収入は、建設事業において完成高が増加したことな

　どにより70億4千8百万円（前年同四半期比26.3％増）となり、営業利益は7億7千6百万円（前年同

　四半期比11.1％増）、経常利益は7億4千6百万円（前年同四半期比16.0％増）、四半期純利益は4億

　9千5百万円（前年同四半期比37.2％増）となりました。

　

　　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

　　　第１四半期連結会計期間より報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、

　　当第２四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

 

　　貨物自動車運送事業

　　　貨物自動車運送事業については、長引く景気低迷や欧州債務問題の長期化などの影響により、

　　国内貨物量は停滞傾向となり、業者間競争やお客様のコスト削減による低運賃・低価格等が続い

　　たことなどが、収益の圧迫に繋がりました。

　　　このような中、当社グループは既存顧客の拡大等積極的な営業を展開しましたが、営業収入は

　　1,895百万円、前年同四半期比△97百万円、△4.9％の減収となり、セグメント利益（営業利益）

　　は120百万円、前年同四半期比△30百万円、△20.1％の減益となりました。

 

 

　　倉庫事業

　　　倉庫事業については、業者間競争や顧客のコスト削減による低価格等が続き、前年震災特需の
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　　反動もあり稼働率が低下したため、営業収入は1,192百万円、前年同四半期比△54百万円、

　　△4.4％の減収となり、セグメント利益（営業利益）は433百万円、前年同四半期比△33百万円、

　　△7.1％の減益となりました。

 

　　附帯事業

　　　附帯事業については、長引く景気低迷や震災の影響で住宅投資や自動車需要の回復が遅れてお

　　りますが、一部顧客に回復の動きが見られ、営業収入は1,865百万円、前年同四半期比110百万

　　円、6.3％の増収となり、セグメント利益（営業利益）は144百万円、前年同四半期比2百万円、

　　2.1％の増益となりました。

 

　　不動産事業

　　　不動産事業については、一部賃貸物件の稼働率に回復の動きが見られたことなどから、営業収

　　入は378百万円、前年同四半期比63百万円、20.3％の増収となり、セグメント利益（営業利益）

　　は215百万円、前年同四半期比63百万円、41.4％の増益となりました。

 

　　建設事業

　　　建設事業については、完成高が増加したことにより、営業収入は1,631百万円、前年同四半期

　　比1,499百万円の増収となり、セグメント利益（営業利益）は84百万円（前年同四半期は3百万円

　　の営業損失）となりました。

 

　　その他

　　　その他事業については、旅客運送事業、保険代理店業が個人消費の落ち込みで回復の兆しが見

　　えない中、営業収入は178百万円、前年同四半期比△2百万円、△1.4％の減収となり、セグメン

　　ト利益（営業利益）は3百万円、前年同四半期比△1百万円、△24.7％の減益となりました。

　

　（注）　上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

 

（2）財政状態の分析 

　①　資産

　　　流動資産は、前連結会計年度末に比べて6.1％減少し、4,352百万円となりました。これは、主

　　に南総建設㈱における請負工事に係る営業未収金の増加及び未成工事支出金の減少が要因であり

　　ます。固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.3％減少し、20,621百万円となりました。これ

　　は主に資産減価償却による減少が要因であります。

　　　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて336百万円減少し、24,973百万円になりまし

　　た。

　②　負債

　　　流動負債は、前連結会計年度末に比べて6.8％減少し、5,838百万円となりました。これは、主

　　に南総建設㈱における請負工事に係る営業未払金の減少が要因であります。固定負債は、前連結

　　会計年度末に比べて5.2％減少し、6,346百万円となりました。これは主に長期借入金の減少が要

　　因であり、返済によるものであります。

　　　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて773百万円減少し、12,185百万円になりまし

　　た。

　③　純資産

　　　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.5％増加し、12,788百万円となりました。これ

　　は、主に利益剰余金が445百万円増加したことなどによります。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同四半期

　末に比べ224百万円減少し、1,497百万円となりました。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期

　純利益が743百万円となり、営業債権の増加や、たな卸資産の減少及び営業債務の減少等により、

　得られた資金は587百万円、前年同四半期比△78百万円、△11.7％の減少となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得

　による支出が増加したこと等により、使用した資金は270百万円、前年同四半期比119万円、79.9％

　の増加となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減

　額が増加したこと及び長期借入金の返済による支出が減少したこと等により、使用した資金は360

　百万円、前年同四半期比△39百万円、△9.9％の減少となりました。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要

　な変更及び新たに生じた課題はありません。 

 

（5）研究開発活動

　　特記すべき事項はありません。

 

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

　　　今後の経済情勢につきましては、新興国や欧州を中心に減速傾向を強めており、世界的不況を

　　背景に引続き低調に推移していくと思われます。依然不安を抱える欧州債務問題や、再上昇に転

　　じた原油価格相場、悪化する日中関係等、景気の先行きは極めて不透明な状況にあり、東日本大

　　震災後の一時的な落ち込みからは緩やかな回復を辿ってはいるものの、日本経済は依然として厳

　　しい状況が続くものと思われます。

　　　当社グループは、一丸となってより良いサービスの提供と一層の営業力の強化に鋭意努力して

　　まいる所存であります。また、軽油価格の動向が経営成績に大きな影響を与えると認識してお

　　り、引続き注視をしてまいります。さらに、エコドライブ・アイドリングストップの徹底等の省

　　エネルギー対策をさらに推進し、コスト抑制を実施してまいります。

　　　平成24年度は創立70周年を迎え、全社一丸となって次の新たなる歴史を切り拓き、戦い抜くた

　　め、「2012年　気魄を前に！日々闘う己であれ！」を全社経営行動指針とし、「営業拡大」、

　　「現場重視主義」、「収益確保・至上主義」を基本方針として掲げ、実行してまいります。

 

（7）経営者の問題認識と今後の方針について 

　　　物流業界におきましては、新興国に向けた一部輸出関連の国際輸送量は堅調に推移するものと

　　見られますが、国内貨物輸送量は緩やかな回復の兆しはあるものの、依然として低調に推移する

　　ことが予想され、原油価格相場の再上昇による燃油価格高止り懸念、企業間競争のさらなる激化

　　や顧客コスト削減による低運賃・低価格、雇用環境の悪化等厳しい経営環境が続くものと予想さ

　　れます。

　　　当社グループは、徹底した経営の効率化を図りながらお客様のニーズに応えるべくより良い物

　　流サービスを提案、提供し、既存顧客との密なる情報の提供を積極的に行い、取引拡大と新規顧

　　客の開拓を推進すると同時に、コスト抑制のため輸送の効率化と経費削減を図るよう努力してま

　　いります。さらに、環境問題を始めとする様々な社会問題に取り組む総合物流企業として、安定

　　収益を確保できる企業体質を構築するために、次の課題に取り組んでまいります。
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　　①営業拡大

　　　創業70年を節目に営業の原点に返り、顧客第一主義に徹し営業の拡大を図る。

　　　・社員一人ひとりの顧客第一主義に徹した行動が、お客様に対し「満足感」「感動」を与え、

　　　　ひいては会社収益に繋がる。

　　②現場重視主義

　　　管理体制を見直し、業務の改善・合理化を図る。

　　　・現場は日々新鮮な出会い・ドラマが繰り広げられ、社員とお客様との対話は新ビジネスチャ

　　　　ンスの宝庫であるという視点を常に心掛け実践する。

　　③収益確保・至上主義

　　　経済環境の試練を乗り越え、南総通運グループの社員として自信と誇りを持って切磋琢磨し、

　　年度予算達成に燃える集団を育成する。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,000,000 5,000,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 5,000,000 5,000,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

― 5,000,000 ― 538,500 ― 497,585
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

土　屋　　　任 千葉県東金市 354,115 7.0

総和商事株式会社 千葉県東金市田間2260 214,000 4.2

横　山　　　馨 千葉県長生郡一宮町 208,224 4.1

今　井　利　彦 千葉県東金市 187,750 3.7

今　井　八重子 東京都品川区 168,950 3.3

株式会社千葉銀行 千葉県千葉市中央区千葉港１－２ 150,000 3.0

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞ヶ関３丁目７－３ 150,000 3.0

宮　田　　　修 千葉県茂原市 148,335 2.9

南総通運従業員持株会 千葉県東金市東金582 142,509 2.8

並　木　和　子 千葉県千葉市稲毛区 130,000 2.6

計 ― 1,853,883 37.0
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

15,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,952,000
4,952 ―

単元未満株式
普通株式　

33,000
― ―

発行済株式総数 5,000,000― ―

総株主の議決権 ― 4,952 ―

(注)　１ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式933株が含まれております。

２ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権４個）　

　含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
　　南総通運株式会社

千葉県東金市東金582番地 15,000 ― 15,000 0.3

計 ― 15,000 ― 15,000 0.3
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,248,820 2,241,930

受取手形及び営業未収金 1,506,890 1,943,086

未成工事支出金 692,583 9,037

その他 189,047 159,159

貸倒引当金 △649 △690

流動資産合計 4,636,692 4,352,523

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,455,836 6,284,992

土地 13,074,335 13,141,401

その他（純額） 299,690 351,939

有形固定資産合計 19,829,862 19,778,333

無形固定資産 92,000 89,349

投資その他の資産

投資有価証券 196,832 187,134

繰延税金資産 382,860 389,692

その他 195,721 199,155

貸倒引当金 △23,732 △22,392

投資その他の資産合計 751,682 753,590

固定資産合計 20,673,545 20,621,273

資産合計 25,310,237 24,973,796

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,152,736 727,529

短期借入金 3,023,460 3,072,056

1年内返済予定の長期借入金 713,613 722,809

未払法人税等 254,706 309,791

賞与引当金 188,574 186,867

その他 929,837 819,165

流動負債合計 6,262,927 5,838,218

固定負債

長期借入金 5,154,787 4,786,583

退職給付引当金 462,895 479,076

役員退職慰労引当金 270,460 282,135

その他 807,522 799,091

固定負債合計 6,695,666 6,346,887

負債合計 12,958,593 12,185,106

EDINET提出書類

南総通運株式会社(E04223)

四半期報告書

13/26



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 538,500 538,500

資本剰余金 497,585 497,585

利益剰余金 11,297,277 11,742,885

自己株式 △11,186 △11,186

株主資本合計 12,322,176 12,767,784

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 29,354 20,793

その他の包括利益累計額合計 29,354 20,793

少数株主持分 113 112

純資産合計 12,351,644 12,788,690

負債純資産合計 25,310,237 24,973,796
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業収入 5,580,833 7,048,095

営業支出 4,596,831 5,976,467

営業総利益 984,002 1,071,627

一般管理費

役員報酬及び給料手当 139,278 148,143

賞与引当金繰入額 12,045 12,631

役員退職慰労引当金繰入額 11,675 11,675

その他 122,024 122,475

一般管理費合計 285,022 294,924

営業利益 698,979 776,702

営業外収益

受取利息 870 817

受取配当金 2,459 2,722

保険配当金 2,427 1,302

助成金収入 508 6,859

受取補償金 3,262 －

車輌売却益 4,585 9,493

その他 2,714 5,702

営業外収益合計 16,828 26,897

営業外費用

支払利息 71,793 57,059

その他 396 150

営業外費用合計 72,190 57,209

経常利益 643,617 746,390

特別利益

投資有価証券売却益 － 64

特別利益合計 － 64

特別損失

固定資産除売却損 18,749 3,177

特別損失合計 18,749 3,177

税金等調整前四半期純利益 624,868 743,277

法人税、住民税及び事業税 265,450 253,833

法人税等調整額 △1,764 △6,004

法人税等合計 263,685 247,828

少数株主損益調整前四半期純利益 361,182 495,448

少数株主損失（△） △0 △0

四半期純利益 361,183 495,449
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　　【四半期連結包括利益計算書】
　　　【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 361,182 495,448

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △265 △8,560

その他の包括利益合計 △265 △8,560

四半期包括利益 360,917 486,887

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 360,917 486,888

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △0
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
  至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
  至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 624,868 743,277

減価償却費 341,677 321,203

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,205 16,181

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,675 11,675

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,369 △1,707

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △16,300 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,377 △1,299

受取利息及び受取配当金 △5,757 △4,841

支払利息 71,793 57,059

有形固定資産除売却損益（△は益） 14,330 △6,165

営業債権の増減額（△は増加） △155,751 △435,946

たな卸資産の増減額（△は増加） △872 688,714

営業債務の増減額（△は減少） 66,015 △425,206

未払消費税等の増減額（△は減少） 21,823 2,171

預り保証金の増減額（△は減少） △16,837 △8,815

その他 1,268 △118,049

小計 992,884 838,251

利息及び配当金の受取額 5,766 4,829

利息の支払額 △71,267 △56,510

法人税等の支払額 △261,578 △198,796

営業活動によるキャッシュ・フロー 665,805 587,774

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △688,600 △648,600

定期預金の払戻による収入 664,000 612,900

投資有価証券の取得による支出 △1,311 △1,056

投資有価証券の売却による収入 － 179

有形固定資産の取得による支出 △126,993 △238,088

保険積立金の積立による支出 △179 △173

その他の収入 6,008 9,553

その他の支出 △3,093 △4,826

投資活動によるキャッシュ・フロー △150,169 △270,111

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 29,014 48,596

長期借入金の返済による支出 △378,886 △359,007

自己株式の取得による支出 △315 －

配当金の支払額 △49,846 △49,840

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △400,035 △360,253

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 115,601 △42,590

現金及び現金同等物の期首残高 1,605,970 1,540,120

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,721,571

※１
 1,497,530
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【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 2,494,671千円 2,241,930千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △773,100 △744,400

現金及び現金同等物 1,721,571 1,497,530

　

(株主資本等関係)

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

　
１　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 49,846 10平成23年３月31日 平成23年６月30日

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

　会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)
　

１　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 49,840 10平成24年３月31日 平成24年６月29日

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

　会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの営業収入及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
貨物自動車
運送事業

倉庫事業 附帯事業 不動産事業 建設事業 計

営業収入 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への営業収入 1,992,9861,247,2351,751,420312,02497,4585,401,125179,7085,580,833

  セグメント間の内部営
　業収入又は振替高

― ― 3,3902,64035,27841,3081,20042,509

計 1,992,9861,247,2351,754,810314,664132,7375,442,434180,9085,623,343

セグメント利益
又は損失（△）

151,406466,974141,853152,481△3,100909,6144,609914,224

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅客自動車運送事業、保険代理店業を

含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 909,614

「その他」の区分の利益 4,609

セグメント間取引消去 14,532

全社費用(注) △229,777

四半期連結損益計算書の営業利益 698,979

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの営業収入及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
貨物自動車
運送事業

倉庫事業 附帯事業 不動産事業 建設事業 計

営業収入 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への営業収入 1,895,0761,192,8881,861,854376,0271,545,2726,871,119176,9757,048,095

  セグメント間の内部営
　業収入又は振替高

― ― 3,3002,59586,56292,4571,47393,930

計 1,895,0761,192,8881,865,154378,6221,631,8346,963,576178,4487,142,025

セグメント利益 120,921433,700144,800215,62984,754999,8073,4711,003,279

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅客自動車運送事業、保険代理店業を

含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 999,807

「その他」の区分の利益 3,471

セグメント間取引消去 10,211

全社費用(注) △236,789

四半期連結損益計算書の営業利益 776,702

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、従来「その他」に含まれていた「建設事業」について重要性が増したた

め、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成しており、前

第２四半期連結累計期間の「１．報告セグメントごとの営業収入及び利益又は損失の金額に関する情報」

に記載しております。
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(１株当たり情報)

　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 72円46銭 99円41銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 361,183 495,449

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 361,183 495,449

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,984 4,984

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月９日

南総通運株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    御 子 柴    　    顯    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴　　木    　　　努    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている南総
通運株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、南総通運株式会社及び連結子会社の平成24年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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